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新型コロナウイルス感染症で近畿中央呼吸器センターに入院された患者さまへ 

 

臨床研究の実施に関するお知らせ 

 

現在近畿中央呼吸器センターでは、下記の臨床研究を実施しております。この研究では、患者さまの日常

診療で得られた情報を利用させて頂きます。研究の計画や内容などについて詳しくお知りになりたい方、

個人情報がこの研究で利用されることについて異議のある方、その他ご質問がある方は、以下の「問い合

わせ先」へご連絡ください。 

 

●研究課題名 

新型コロナウイルス感染症の重症化に関連する因子の探索および評価：後ろ向きコホート研究 

●研究の目的と意義 

新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い医療環境が日々厳しさを増しています。新型コロナウイルスに感

染した患者さまの一部は重症化することが知られています。重症化に関連するとされる要因は多数報告さ

れていますが、これらの要因を更に臨床現場で利用していくためには、まだ情報が不足しています。 

本研究は、新型コロナウイルス感染症で当院に入院された患者さまのデータを収集、解析し、重症化に関

連する要因の詳細を明らかにすることで、新型コロナウイルス診療の向上に役立てることを目的としてい

ます。 

 

●対象となる患者さま 

2020 年 10 月 1 日〜2021 年 9 月 23 日の間、新型コロナウイルス感染症で当院に入院された患者さま 

 

●使用させていただく診療データ 

性別、年齢、喫煙歴、BMI、入院時採血データ、入院時胸部 CT 画像の情報、治療転機 

 

●個人情報の取り扱いと倫理的事項 

本研究はヘルシンキ宣言に基づいた倫理原則を遵守し、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（令和4年3月10日一部改正、文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示）」及び「人を対象と

する生命科学・医学系研究に関する倫理指針ガイダンス（令和4年6月6日一部改正）に従って実施してお

ります。 

利用する情報からは、お名前、住所など、患者さまを直接特定できる個人情報は全て削除します。 

情報は研究代表者をはじめとした当院の共同研究者のみで共有します。また、研究成果は学会や学術雑誌

での発表を予定していますが、その際も患者さまを特定できる個人情報は一切使用しません。  

＊上記の研究に対して、カルテ情報を利用することをご了解頂けない場合は、以下にご連絡ください。 

なお、その場合においても今後、患者さまが診療上の不利益をこうむることは一切ありません。 

なお、試験終了後のご連絡に対しては、申し訳ありませんが対応致しません。 

 

●問い合わせ先 

国立病院機構 近畿中央呼吸器センター 外科 

小島 健介 

住所：大阪府堺市北区長曾根町 1180  電話：072-252-3021（代表） 


